
2022年度入試（数学 II·B）記述対策

14 数列 {an} は初項 a1 = 4，公差 d の等差数列であり，数列 {bn} は初項 b1 = 2，公比 r の

等比数列であるとする。数列 {cn} は c1 = 2，c2 = 2，c3 = −6，c4 = −38 という条件と

cn = an − bn (n = 1, 2, 3, · · ·)という条件の両方によって与えられるとする。

(1) 数列 {cn}の一般項を求めなさい。

(2) 数列 {cn}の初項から第 n項までの和 Sn (n = 1, 2, 3, · · ·)を求めなさい。

(3) 数列 {dn}が dn = 1
2
(4n− cn) (n = 1, 2, 3, · · ·) という条件によって与えられ，数列 {en}

が en = 1
27

(2n2 + 2n+ 1− Sn) (n = 1, 2, 3, · · ·) という条件によって与えられるとする。

自然数 ℓ，mについての連立方程式ß
3 log3 dℓ + 2 log3 em = 5
2 log3 dℓ − log3 em = 8

を満足する ℓ，mを求めなさい。 〔埼玉大〕

an = 4 + (n− 1) d，bn = 2rn−1 とできる。

(1) cn = an − bn より

c2 = 2 から 4 + d− 2r = 2 となり d− 2r = −2 · · · 1⃝

c3 = −6 から 4 + 2d− 2r2 = −6 となり 2d− 2r2 = −10 · · · 2⃝

c4 = −38 から 4+3d−2r3 = −38 となり 3d−2r3 = −42 · · · 3⃝

2⃝× 2− 2⃝から

2r2 − 4r = 6 となり 2r2 − 4r − 6 = 0

r2 − 2r − 3 = 0 を解いて (r + 1)(r − 3) = 0

1⃝から ( d , r ) = (−4 , −1 ) , ( 4 , 3 )，

3⃝を満たすのは ( d , r ) = ( 4 , 3 ) ◀ 1⃝， 2⃝ だけでなく， 3⃝ の条件も吟
味するしたがって cn = 4 + (n− 1)·4 + 2·3n−1

= 4n − 2·3n−1

(2) Sn =
n∑

k=1

Ä
4k − 2·3k−1

ä
= 4· 1

2
n (n+ 1)− 2· 3

n − 1
3− 1

◀
n∑

k=1

2·3k は初項 2，公比 3，項数 n

の等比数列の和
= 2n2 + 2n − 3

n
+ 1

(3) (1)，(2)から dn = 3
n−1，en = 1

27
·3n = 3

n−3 である。

また，log3 dℓ = x，log3 em = y とすると，

与えられた連立方程式は

®
3x+ 2y = 5

2x− y = 8
となり，

◀ 見かけは仰々しくても単なる連立 1

次方程式これを解いて (x , y ) = ( 3 , −2 )である。そして，

log3 dℓ = log3 3
ℓ−1

= ℓ− 1, log3 em = log3 3
m−3

= m− 3

から ( ℓ , m ) = ( 4 , 1 )となり，ℓおよびmは整数を満たす。
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15 aを正の定数とする。放物線 C1 : y = x2，C2 : y = x2 − 4ax+ 4a2 − 4aの両方に接する直線

を ℓとする。このとき，次の問いに答えよ。

(1) C1 と C2 の共有点の x座標を aを用いて表せ。

(2) ℓの方程式を求めよ。

(3) C1，C2，および ℓで囲まれた図形の面積を aを用いて表せ。 〔滋賀大〕

(1) x2 = x2 − 4ax+ 4a2 − 4aを解く

4ax = 4a2 − 4a の両辺 4a \= 0で割り x = a − 1

(2) C1 について y′ = 2xであり，

C1 上の点 ( t , t2 )における接線の方程式は

y = 2t (x− t) + t2 = 2tx− t2 · · · 1⃝

1⃝が C2 と接するのは ◀ C1 の（任意の）接線と C2 の（任意
の）接線が一致すると考えてもよい。

2tx− t2 = x2 − 4ax+ 4a2 − 4a とし

x2 − 2 (2a+ t)x+ 4a2 − 4a+ t2 = 0 · · · 2⃝ の

（判別式）= 0ときであるから

(2a+ t)
2 − (4a2 − 4a+ t2) = 0 を解く

4at+ 4a = 0

4a (t+ 1) = 0 となり a \= 0から t = −1

1⃝に代入し，ℓの方程式は y = −2x − 1

(3) C1 と ℓとの接点の x座標は

x2 = −2x− 1 を解いて x2 + 2x+ 1 = 0

(x+ 1)
2
= 0 したがって x = −1

C2 と ℓとの接点の x座標は

x2 − 4ax+ 4a2 − 4a = −2x− 1 を解いて

x2 − 2 (2a− 1)x+ 4a2 − 4a+ 1 = 0

(x− (2a− 1))
2
= 0 したがって x = 2a− 1

求める面積は ◀ C1

C2

ℓa− 1
−1 2a− 1

(1)の交点の x座標を考え −1 < a− 1 < 2a− 1から

−1 < x < a− 1では C1 と ℓではさまれた部分の面積を S1

a− 1 < x < 2a− 1では C2 と ℓではさまれた部分の面積を S2

求める面積は

S1 + S2

=

∫ a−1

−1

{x2 − (−2x− 1)} dx
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+

∫ 2a−1

a−1

{(x2 − 4ax+ 4a2 − 4a)− (−2x− 1)} dx ◀ 放物線と直線または放物線と放物
線が接しているときの面積は∫ β

α
(x− p)2 dx を計算することに

なる。
被積分関数を展開するのでなくï
1
3
(x− p)3

òβ
α

とできるように

=

∫ a−1

−1

(x+ 1)
2
dx+

∫ 2a−1

a−1

(x− (2a− 1))
2
dx

=
[
1
3
(x+ 1)

3
]a−1

−1
+
[
1
3
(x− (2a− 1))

3
]2a−1

a−1

= 1
3
a3 − 0 + 0− 1

3
(−a)

3

= 2
3
a3
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16 △ABCにおいて，辺 BC，CA，ABの長さをそれぞれ a，b，cで表し，∠A，∠B，∠Cの大きさ

をそれぞれ A，B，C で表す。次の問いに答えなさい。

(1) b = 7，c = 5，cosA = 1
7
であるとき，△ABCの外接円の半径 Rを求めなさい。

(2) b = 2c，cosA = 1
4
のとき，sinA : sinB : sinC を求めなさい。

(3) b = 6，c = 2であり，6 cosC − 2 cosB = aが成り立つとき，B と aの値をそれぞれ求めなさ

い。 〔秋田大〕

(1) 余弦定理から

a2 = b2 + c2 − 2bc cosA = 7
2
+ 5

2 − 2·7·5· 1
7

= 64

a > 0より a = 8である。

また，sinA > 0より sinA =
√
1− cos2 A =

…
48
49

=
4
√

3
7

正弦定理から

R = a
2 sinA

= 8

2· 4
√
3

7

= 7√
3

=
7
√

3
3

(2) 余弦定理 a2 = b2 + c2 − 2bc cosAに条件を代入すると

a2 = (2c)
2
+ c2 − 2·2c·c· 1

4
= 4c2

a > 0，c > 0から a = 2cとなる。

また，正弦定理から sinA = a
2R
等を用いると

sinA : sinB : sinC = a
2R

: b
2R

: c
2R

◀ すべての三角形について
sinA : sinB : sinC = a : b : c

= a : b : c

= 2c : 2c : c

= 2 : 2 : 1

(3) 条件式

6· a
2 + b2 − c2

2ab
− 2· c

2 + a2 − b2

2ca
= a に

b = 6，c = 2を代入すると

a2 + 36− 4
2a

− 4 + a2 − 36
2a

= a

a2 + 32− (a2 − 32) = 2a2

a2 = 32 であり a > 0から a = 4
√

2

また，このとき a2 + c2 = b2 となり，三平方の定理の逆から

B = 90◦


